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 社会基盤分野 TOPICS Infrastructure
　塩害はコンクリート構造物内部の鋼材腐食の主要因であるため、コンクリート構造物の劣化を示す指
標として、塩化物イオン量が測定されている。東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センタ
ーはアワーズテック株式会社と共同で、高感度のポータブル型蛍光Ｘ線分析装置を開発した。従来の装置
と比べて検出感度を大幅に向上させ、0.1kg/m3 の低濃度でも定量分析が可能になった。また、現場で
の非破壊または微破壊測定によって分析時間の短縮化が図られ、検査効率向上や分析コスト削減が可能
となった。蛍光Ｘ線分析装置はマグネシウムからウランまで測定でき、土壌汚染などの環境計測などでも
ポータブル装置が開発されている。
トピックス4　ポータブル装置によるコンクリ トー内部の塩化物イオン量測定
注：譖土木学会コンクリート標準示方書「維持管理編」に
よる標準値
提供：東京大学金田尚志特任助手
ポータブル装置によるコンクリート表面の塩化物
イオン量測定状況
